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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両面原稿の画像を受信する両面画像受信を行なうファクシミリ装置において、
　使用可能なメモリ容量を検出するメモリ容量検出手段を有し、
　検出した使用可能なメモリ容量に応じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を
変更し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ’以上であれば、交互モードおよび連続モー
ド双方の両面受信機能有りを送信機に対して通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ
（Ａ’＞Ａ）以上であれば、交互モードのみ両面受信機能有りを送信機に対して通知する
制御手段を有することを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ以上であれば、送信機に対して両
面受信機能有りを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以上、Ａ未満であれば、送
信機に対して両面受信機能無しを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ未満であり
かつ記録紙がある場合は送信機に対して両面受信機能無しを通知し、記録紙が無い場合は
、受信動作を実行しないことを特徴とする請求項１に記載のファクシミリ装置。
【請求項３】
　両面原稿の画像を受信する両面画像受信を行なうファクシミリ装置の制御方法において
、
　使用可能なメモリ容量を検出するメモリ容量検出工程を有し、
　検出した使用可能なメモリ容量に応じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を
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変更し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ’以上であれば、交互モードおよび連続モー
ド双方の両面受信機能有りを送信機に対して通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ
（Ａ’＞Ａ）以上であれば、交互モードのみ両面受信機能有りを送信機に対して通知する
制御工程を有することを特徴とするファクシミリ装置の制御方法。
【請求項４】
　前記制御工程は、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ以上であれば、送信機に対して両
面受信機能有りを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以上、Ａ未満であれば、送
信機に対して両面受信機能無しを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ未満であり
かつ記録紙がある場合は送信機に対して両面受信機能無しを通知し、記録紙が無い場合は
、受信動作を実行しないことを特徴とする請求項３に記載のファクシミリ装置の制御方法
。
【請求項５】
　両面原稿の画像を受信する両面画像受信を行なうファクシミリ装置の制御プログラムを
格納したコンピュータ読取可能な記憶媒体において、
　使用可能なメモリ容量を検出するメモリ容量検出工程と、
　検出した使用可能なメモリ容量に応じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を
変更し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ’以上であれば、交互モードおよび連続モー
ド双方の両面受信機能有りを送信機に対して通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ
（Ａ’＞Ａ）以上であれば、交互モードのみ両面受信機能有りを送信機に対して通知する
制御工程を格納したことを特徴とするファクシミリ装置の制御プログラムを格納したコン
ピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項６】
　前記制御工程は、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ以上であれば、送信機に対して両
面受信機能有りを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以上、Ａ未満であれば、送
信機に対して両面受信機能無しを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ未満であり
かつ記録紙がある場合は送信機に対して両面受信機能無しを通知し、記録紙が無い場合は
、受信動作を実行しないよう制御するための制御手順を格納したことを特徴とする請求項
５に記載のファクシミリ装置の制御プログラムを格納したコンピュータ読取可能な記憶媒
体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は両面原稿の画像を受信する両面画像受信を行なうファクシミリ装置、ファクシミ
リ装置の制御方法、およびファクシミリ装置の制御プログラムを格納したコンピュータ読
取可能な記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のファクシミリ装置は、片面情報の原稿を送信して、片面に記録する動作が基本とな
っていた。旧来のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ４、あるいはＴ３０などでは、この片面通信のみが記
述されていた。
【０００３】
一方で、最近は省資源化に関する意識が高まっており、プリンタや複写機などにおいては
、１枚の紙の表面と裏面に記録を行なういわゆる両面記録方式を有するものが増えつつあ
る。これに伴ない、両面ファクシミリ通信に関する規格が２０００年の２月にＩＴＵ－Ｔ
で勧告化された。ここで、このＩＴＵ－Ｔ勧告では、受信機から送信機に両面情報の受信
機能の有無を通知し、また、送信機から受信機に両面通信であるか否かを通知するように
なっている。
【０００４】
また、両面画情報の伝送方式としては、原稿表面の画像、裏面の画像を各ページについて
交互に送信する両面交互伝送（交互モード）、あるいは原稿表面の画像全部を送信し、続
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いて裏面の画像全部を送信する両面連続伝送（連続モード）などが知られている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
両面受信が可能なファクシミリ装置は、常に両面受信を行なえるようにファクシミリ装置
を設計する場合が多い。そして、両面受信のためには上記の交互および連続モードをサポ
ートし、受信したページを意図された順序で記録紙の表裏に印刷するために大きなメモリ
容量を必要とし、受信用のメモリとしてメガバイト単位でメモリを確保しておく必要があ
り、メモリが有効利用されていないという問題があった。
【０００６】
特に、従来より、拡張カードなどの形式でプラグイン装着可能ないわゆるオプションメモ
リを追加し、たとえば代行受信やメモリボックス通信に用いるメモリ領域を拡張する構成
が知られているが、折角このようなオプションメモリを装着していても、両面受信に備え
てメモリを確保するために用いられてしまうことが考えられる。
【０００７】
そこで本発明の課題は、実装されたメモリを無駄にすることなく有効利用できる両面画像
通信可能なファクシミリ装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するため、両面原稿の画像を受信する両面画像受信を行なうファクシ
ミリ装置、ファクシミリ装置の制御方法、およびファクシミリ装置の制御プログラムを格
納したコンピュータ読取可能な記憶媒体において、使用可能なメモリ容量を検出するメモ
リ容量検出手段あるいはメモリ容量検出工程を有し、検出した使用可能なメモリ容量に応
じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を変更し、使用可能なメモリ容量が所定
容量Ａ’以上であれば、交互モードおよび連続モード双方の両面受信機能有りを送信機に
対して通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ（Ａ’＞Ａ）以上であれば、交互モー
ドのみ両面受信機能有りを送信機に対して通知する構成を採用した。
【００１１】
あるいはさらに、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ以上であれば、送信機に対して両面
受信機能有りを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以上、Ａ未満であれば、送信
機に対して両面受信機能無しを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ未満でありか
つ記録紙がある場合は送信機に対して両面受信機能無しを通知し、記録紙が無い場合は、
受信動作を実行しない構成を採用した。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面に示す実施形態に基づいて本発明を詳細に説明する。
【００１３】
（第１実施形態）
図１は、本発明を採用したファクシミリ装置のハードウェア構成を示している。図１にお
いて符号２は、ＮＣＵ（網制御装置）で、電話網をデータ通信等に使用するためにその回
線の端末に接続し、電話交換網の接続制御を行なったり、データ通信路への切り替えを行
なったり、ループの保持を行なうものである。ＮＣＵ２は、バス２６からの制御に応じて
電話回線２ａを電話機４側に接続する（ＣＭＬオフ）か、電話回線２ａをファクシミリ装
置側に接続する（ＣＭＬオン）。通常状態では、電話回線２ａは電話機４側に接続されて
いる。
【００１４】
符号６はハイブリッド回路で、送信系の信号と受信系の信号とを分離し、加算回路１２か
らの送信信号をＮＣＵ２経由で電話回線２ａに送出し、相手側からの信号をＮＣＵ２経由
で受け取り、信号線６ａ経由で変復調器８に送るものである。
【００１５】
符号８は変復調器であり、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８、Ｖ．２１、Ｖ．２７ｔｅｒ、Ｖ．２９
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、Ｖ．１７、Ｖ．３４に基づいた変調及び復調を行う変復調器であり、バス２６の制御に
より、各伝送モードが指定される。変復調器８は、バス２６からの送信信号を入力し、変
調データを信号線８ａに出力し、信号線６ａに出力されている受信信号を入力し、復調デ
ータをバス２６に出力する。
【００１６】
符号１０は、発呼回路であり、バス２６からの制御に応じて、電話番号情報を入力し、信
号線１０ａにＤＴＭＦ形式の選択信号を出力する。
【００１７】
符号１２は、加算回路であり、信号線８ａの情報と信号線１０ａの情報を入力し、加算し
た結果を信号線１２ａに出力する。
【００１８】
符号１４は、両面情報を読み取り可能な読取回路であり、読み取りデータをバス２６に出
力する。
【００１９】
符号１６は、両面情報を記録可能な記録回路であり、バス２６に出力されている情報を順
次１ライン毎に記録する。
【００２０】
符号１８は、メモリ回路であり、読み書き可能なメモリ（ＲＡＭ）を含む。このＲＡＭ部
分は、ワーク用の読み取りデータの生情報、あるいは、符号化した情報を格納したり、ま
た、受信情報、あるいは、復号化した情報等を格納するために用いられる。
【００２１】
また、本実施形態においては、メモリ回路１８には拡張カードなどの形式でオプションメ
モリ１８ａを追加することができるようになっている。オプションメモリ１８ａは不図示
のプラグイン機構を介して着脱可能とし、このオプションメモリ１８ａの装着状態（装着
の有無に関する情報）がバス２６に出力されるものとする。
【００２２】
符号２０は、操作部であり、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、テンキー、＊キー、＃
キー、スタートキー、ストップキー、セットキー、両面送信選択キー、その他のファンク
ションキーが設けられており、押下されたキー情報はバス２６に出力される。また、操作
部２０には、ＬＣＤやＬＥＤなどの表示素子による表示部が設けられており、バス２６に
出力されている情報を入力し、表示する。
【００２３】
符号２２は、ＣＰＵ（中央処理装置）であり、ファクシミリ全体の動作を制御するととも
に、ファクシミリ伝送制御手順を実行するが、その制御プログラムは、ＲＯＭ２４に格納
される。符号２６はＣＰＵ２２のバスで、アドレスバス、データバスから構成される。
【００２４】
ここで、図２～図７を参照して両面原稿を両面伝送するための通信手順の概略につき説明
する。
【００２５】
両面伝送の通信モードとしては、交互モード（両面交互伝送モード）と連続モード（両面
連続伝送モード）の２つが存在する。前者は１ページ目の表面、裏面、２ページ目の表面
、裏面…と原稿１枚づつその表面、裏面を交互に伝送するモードである。また、後者は１
ページ目の表面、２ページ目の表面…とまず原稿の表面のみページ順に全部伝送し、しか
る後に１ページ目の裏面、２ページ目の裏面…と原稿の裏面をページ順に全部伝送するモ
ードである。ファクシミリ装置はその実装形態に応じていずれかのモードを使用すること
ができる。
【００２６】
次に、図２に、ＤＩＳ（デジタル識別：画像受信局から送信される）、ＤＴＣ（デジタル
送信命令：画像送信局から送信される）、およびＤＣＳ（デジタル命令：画像送信局から
送信される）の各信号のＦＩＦ（ファクシミリ情報フィールド）における両面伝送を指定
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する情報の構成を表形式で示す。
【００２７】
図２に示すように、ＤＩＳ／ＤＴＣ信号では、ＦＩＦのｘビット（図中ではビット数は「
ｘ」により示されているが実際には１１３）目により、交互モードでの両面記録機能の有
無を表し、ＦＩＦのｘ＋１（同１１４）ビット目により、連続モードでの両面記録機能の
有無を表す。また、ＤＣＳ信号においては、ＦＩＦのｘ（同１１３）ビット目により、交
互モードでの両面送信を指定し、ＦＩＦのｘ＋１（同１１４）ビット目により、連続モー
ドでの両面送信を指定する。
【００２８】
なお、以下では、上記の両面記録機能、および両面通信モードを指定するビットは、ｘお
よびｘ＋１ビットと表記する。
【００２９】
図３は、ノーマルＧ３伝送でのＱ信号（具体的にはＥＯＰ（ページ終了）あるいは、ＭＰ
Ｓ（マルチページ）、あるいはＥＯＭ（メッセージ終了）信号など）、また、ＥＣＭ（エ
ラー訂正モード）伝送でのＰＰＳ－Ｑ信号（具体的には、ＰＰＳ－ＥＯＰ、あるいは、Ｐ
ＰＳ－ＭＰＳ、あるいはＰＰＳ－ＥＯＭ、あるいはＰＰＳ－ＮＵＬＬなどのポストメッセ
ージ信号）のフレーム構成を示している。
【００３０】
図３のように、これらのポストメッセージ信号では、Ｆｌａｇ（フラグ）、Ａｄｄｒｅｓ
ｓ（アドレス）、Ｃｏｎｔｒｏｌ（制御データ）、ＦＣＦ（ファクシミリ制御フィールド
）に続き、ファクシミリ情報が送信される。ファクシミリ情報の先頭では、ＥＣＭの場合
のみＰＣ（ページカウンタ）、ＢＣ（ブロックカウンタ）、ＦＣ（フレームカウンタ）の
３つのフィールドが送信され、その後に両面伝送関係のファクシミリ情報が続く。両面伝
送関係のファクシミリ情報は、Ｌｅｎｇｔｈ（レングス：当該ページのデータサイズ（オ
クテット数単位）でこのフィールドのデータ幅は１オクテット）、Ｐａｇｅｎｕｍｂｅｒ
（ページナンバー：２オクテット）、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ページ情報）
が続き、その後にＦＣＳ（フレームチェックシーケンス）、Ｆｌａｇ（フラグ）が続く。
【００３１】
上記のうち、Ｐａｇｅ　ｎｕｍｂｅｒ（ページナンバー）は、規約上、両面原稿をページ
順に表面、裏面と送信する際、表、裏の各面ごとにＰ１から１ページずつ加算されること
になっている。また、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ページ情報）は、データ幅１
オクテットで、その面の画情報が表であるか裏であるかを示し、ｂｉｔ０により表面（０
）か裏面（１）を表現する。当面、ビット１～６は予約ビットで機能は定義されておらず
、ビット７は拡張ビットとして常時０にセットされる。
【００３２】
上記のポストメッセージ信号のファクシミリ情報のうち、Ｌｅｎｇｔｈ、Ｐａｇｅｎｕｍ
ｂｅｒ、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの３つが、両面伝送のために新たに追加とな
ったフィールドである。
【００３３】
なお、ノーマルＧ３通信にて使用するＱ信号には、ＰＣ、ＢＣ、ＦＣは含まれず、ＥＣＭ
通信にて使用するＰＰＳ－Ｑ信号でのみ使用される。
【００３４】
図４は、ノーマルＧ３モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を、図５はＥＣＭ通
信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を、図６はノーマルＧ３モードにおける
連続モードでの両面伝送の様子を、図７はＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面
伝送の様子を示している。
【００３５】
図４～図７のように、ＤＩＳ信号のｘおよびｘ＋１ビットにより受信機の両面伝送機能（
交互および連続のいずれも可）が示され、ＤＣＳ信号のｘおよびｘ＋１ビットにより、送
信機がこれから実行しようとする両面伝送モードが宣言される。図６、図７の連続モード
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では、ＤＣＳ信号のｘ＋１ビットを１とすることにより連続モードでの送信を行なうこと
が宣言されている。
【００３６】
また、図４、図６に示すように、ノーマルモードの場合はポストメッセージ信号としてＭ
ＰＳ信号が、また、図５、図７に示すように、ＥＣＭの場合はポストメッセージ信号とし
てＰＰＳ－ＭＰＳ信号が用いられている。
【００３７】
ここでは３枚の両面原稿が送信されており、各図中の「ＰＮ」は上記のＰａｇｅ　Ｎｕｍ
ｂｅｒを示している。
【００３８】
たとえば、図４（交互モード）に符号４１で示したＭＰＳ信号は、「ＭＰＳ（ＰＮ＝１，
０（ｆｒｏｎｔ　ｓｉｄｅ））」と図示されているが、これは、ページ番号１（ＰＮ＝１
）、表面（０（ｆｒｏｎｔ　ｓｉｄｅ））の画情報を送信したことを示している（図４以
降のＭＰＳあるいはＰＰＳ－ＭＰＳ信号の表記は上記と同趣である）。
【００３９】
すなわち、図４および図５の交互モードでは、１枚目（ＰＮ＝１）の表（０）、１枚目（
ＰＮ＝２）の裏（１）、２枚目（ＰＮ＝３）の表（０）、２枚目（ＰＮ＝４）の裏（１）
、３枚目（ＰＮ＝５）の表（０）、３枚目（ＰＮ＝６）の裏（１）の順で原稿の画情報が
送信されている。
【００４０】
また、図６および図７の連続モードでは、１枚目（ＰＮ＝１）の表（０）、２枚目（ＰＮ
＝３）の表（０）、３枚目（ＰＮ＝５）の表（０）、１枚目（ＰＮ＝２）の裏（１）、２
枚目（ＰＮ＝４）の裏（１）、３枚目（ＰＮ＝６）の裏（１）の順で原稿の画情報が送信
されている。
【００４１】
以上が一般的な両面手順であるが、本実施形態では、オプションメモリ１８ａの装着状態
に応じて、相手機に対する両面通信に関する宣言を制御する。
【００４２】
すなわち、本実施形態においては、オプションメモリ１８ａの装着を検出する手段、受信
機から送信機に両面受信機能の有無を通知する手段として、オプションメモリ１８ａの装
着の有無により、受信機から送信機に通知する両面受信機能の有無を変更する通信制御を
行なうための制御プログラムをＲＯＭ２４に格納しておく。この通信制御はＣＰＵ２２が
実行する。
【００４３】
実際の処理では、オプションメモリ１８ａの装着があれば、受信機から送信機に両面受信
機能有りを通知し、オプションメモリ１８ａの装着がなければ、受信機から送信機に両面
受信機能無しを通知する。
【００４４】
図８～図１１に上記の通信制御の流れをフローチャート図として示す。図８～図１１の同
一番号の個所はそれぞれの位置で連続しているものとする。図示の制御手順は、ＣＰＵ２
２のプログラムとしてＲＯＭ２４に格納される。
【００４５】
図８において、ステップＳ０は所定のリセット操作などにより開始される処理の始めを示
している。
【００４６】
ステップＳ２では、バス２６を介して、メモリ回路１８をイニシャライズし、ステップＳ
４では、バス２６を介して、操作部２０の表示部をイニシャライズ（クリア）する。
【００４７】
ステップＳ６では、バス２６を介して、ＮＣＵ２のＣＭＬをオフとし、回線２ａを電話機
４側に接続する。
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【００４８】
ステップＳ８では、ファクシミリ受信が選択されたか否かを判定し、この判定結果がＹＥ
ＳであればステップＳ１２に進み、ＮＯであればステップＳ１０に進み、その他の処理（
原稿のコピーなど）を実行する。
【００４９】
ステップＳ１２では、バス２６を介して、ＮＣＵ２を制御し、ＣＭＬをオンとし回線２ａ
をファクシミリ装置（ハイブリッド回路６）側に接続する。
【００５０】
ステップＳ１４では、バス２６を介してオプションメモリ１８ａの装着状態を調べ、オプ
ションメモリ１８ａが装着されているか否かを判断し、この結果がＹＥＳであればステッ
プＳ１６に進み、ＮＯであればステップＳ３４に進む。
【００５１】
オプションメモリ１８ａが装着されている場合にはステップＳ１６において通信前手順を
実行し、ここでは交互モードでの両面受信機能有り、および連続モードでの両面受信機能
有りを通知する。この両面通信機能の通知は、上記のＤＩＳ信号を用いて行なう（以下同
様）。
【００５２】
ステップＳ１８では、送信機より、交互モードでの両面通信が指定されたか否かが判断さ
れ、ＹＥＳであればステップＳ２０に進み、ＮＯであればステップＳ２４に進む。
【００５３】
ステップＳ２０では、交互モードによる両面受信および記録を実行し、ステップＳ２２で
は、通信後手順を実行する。
【００５４】
ステップＳ２４では、送信機から連続モードでの両面通信が指定されたか否かを判断し、
この判断結果がＹＥＳであればステップＳ２６に進み、ＮＯであるとステップＳ３０に進
む。
【００５５】
送信から両面通信が指定されている場合にはステップＳ２６において連続モードでの両面
受信および記録を実行し、ステップＳ２８で通信後手順を実行する。
【００５６】
送信機から連続モードでの両面通信が指定されていない場合にはステップＳ３０において
画信号の片面受信、記録を実行し、ステップＳ３２において通信後手順を実行する。
【００５７】
オプションメモリ１８ａが装着されていない場合は、ステッＳ３４の通信前手順において
、交互および連続のいずれの受信モードにおいても両面受信機能が無いことを宣言する。
【００５８】
以上のように、本実施形態では、オプションメモリ１８ａの装着状態を判定し、オプショ
ンメモリ１８ａが装着されていない場合は両面受信機能無しを通知するようにしているの
で、使用可能なメモリ容量に応じて適切に送信機に対して通知する両面受信機能の有無を
制御することができ、従来のように両面受信機能に備えるため無駄にメモリを確保してお
く必要がなくなり、その分を他の動作のために利用することができ、メモリの使用効率を
向上することができる。
【００５９】
（第２実施形態）
以上では、オプションメモリ１８ａが装着されているかいないかに応じて送信機に対する
両面通信機能の宣言（通知）を制御する構成を示した。
【００６０】
しかし、本願の要旨は、メモリ資源の状態に応じて送信機に対する両面通信機能の有無の
通知を制御し、メモリ資源の有効利用を計ることである。
【００６１】
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したがって、単にオプションメモリの装着状態を検出するのではなく、通信処理に使用可
能なメモリ容量を検出し、検出された使用可能なメモリ容量に応じて、受信機から送信機
に通知する両面受信機能の有無を変更するようにしてもよい。以下ではこのような通信制
御を例示する。
【００６２】
本実施形態の通信制御では、たとえば、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ以上であれば
、受信機から送信機に両面受信機能有りを通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以
上、Ａ未満であると、受信機から送信機に両面受信機能無しを通知し、使用可能なメモリ
容量が所定容量Ｂ未満であると、記録紙がある場合は、受信機から送信機に両面受信機能
無しを通知し、記録紙が無い場合は、受信動作を実行しないようにする。
【００６３】
図１１には、上記のような処理を行なうために第１の実施形態の制御の流れ図（図８～図
１０）に対して必要な変更部分を示したものである。本実施形態では、ハードウェア構成
は図１に示したものと同様とし、図１１に不図示の部分の制御は前述の図８～図１０と同
じであるものとする。
【００６４】
図１１において、ステップＳ４０は、図８のステップＳ８のＹＥＳの分岐を示している。
【００６５】
したがって、ステップＳ８でファクシミリ受信が選択されたと判定されると、ステップＳ
４２において、記録紙があるか否かを判断し、その結果がＹＥＳであるとステップＳ４８
に進み、ＮＯであるとステップＳ４４に進む。
【００６６】
ステップＳ４４では、使用可能なメモリ容量は、所定容量Ｂ以下であるか否かを判断する
。この判定に必要なメモリ容量の検出は、メモリ管理を行なうＣＰＵ２２のルーチンが画
像メモリや各種の通信制御情報の格納のために用いているメモリ回路１８の各領域を管理
するポインタアドレスなどを用いて行なえる。
【００６７】
ステップＳ４４で使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂ以下である場合には、ステップＳ４
６（図８ステップＳ６）に進む。すなわち、この状態となるのは記録紙がなく（ステップ
Ｓ４２のＮＯ）、使用可能なメモリ容量も小さい方のしきい値Ｂ以下であるため、ステッ
プＳ６においてＣＭＬをオフとし、回線を切断し、受信を中止する。また、ステップＳ４
４で使用可能なメモリ容量が所定容量Ｂよりも多ければ判定はＮＯとなりステップＳ４８
に進む。
【００６８】
ステップＳ４８では、バス２６を介して、ＮＣＵ２のＣＭＬをオンとし回線２ａをファク
シミリ装置（ハイブリッド回路６）側に接続する。
【００６９】
そして、ステップＳ５０では使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ（Ａ＞Ｂ）以上であるか
否かを判定する。この判定結果がＹＥＳであればステップＳ５２（図８ステップＳ１６）
に進み、交互モードおよび連続モードの両面受信機能有りを送信機に対して通知する。一
方、ステップＳ５０の判定がＮＯであればステップＳ５４（図１０ステップＳ３４）に進
み、交互モードおよび連続モードの両面受信機能無しを送信機に対して通知する。
【００７０】
このようにして、使用可能なメモリ容量を検出し、その結果をＢ、Ａ（Ｂ＜Ａ）の２つの
しきい値と比較することにより、使用可能なメモリ容量に応じて適切に送信機に対して通
知する両面受信機能の有無を制御することができ、従来のように両面受信機能に備えるた
め無駄にメモリを確保しておく必要がなくなり、その分を他の動作のために利用すること
ができ、メモリ資源を有効に活用することができる。
【００７１】
なお、以上では、メモリ資源の状態に応じて交互モードおよび連続モードの双方の両面受
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信機能を同時に有効化するか無効化するかを決定している。
【００７２】
しかし、上記のメモリ容量に応じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を制御す
る場合には、より細かくしきい値を設定しておき、送信機に対して通知する交互モード、
および連続モードの両面受信機能の有無を別々に制御することも考えられる。
【００７３】
たとえば、装置の受信処理および記録処理の実現方法によっても異なるが、一般には、表
面をまず全部受信し次に裏面を全部受信する連続の方が大量のメモリを必要とする。
【００７４】
したがって、上記のステップＳ５０からＳ１６に移行する場合を考慮して、ステップＳ１
６を、しきい値Ａ以上では交互モードのみ両面受信機能有りを通知し、しきい値Ａ’（Ａ
’＞Ａ）以上では交互モードおよび連続モード双方の両面受信機能有りを通知するような
構成とすることが考えられる（しきい値Ｂに関する処理は上記同様でよい）。
【００７５】
以上では、ファクシミリ専用機の構成を示したが、本発明はファクシミリ専用機のみなら
ず、他の形態のファクシミリ装置に実施できるのはいうまでもない。たとえば、本発明は
、パーソナルコンピュータのような汎用の端末にＦＡＸモデムなどを外付け／内蔵し、ソ
フトウェア制御によりファクシミリ通信を行なう構成においても実施することができる。
その場合、本発明の制御プログラムは、前述のＲＯＭ２４のみならず、ハードディスク、
フロッピーディスク、光ディスク、光磁気ディスクやメモリカードなどのあらゆるコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体に格納して供給することができる。
【００７７】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明によれば、両面原稿の画像を受信する両面画像
受信を行なうファクシミリ装置、ファクシミリ装置の制御方法、およびファクシミリ装置
の制御プログラムを格納したコンピュータ読取可能な記憶媒体において、使用可能なメモ
リ容量を検出するメモリ容量検出手段あるいはメモリ容量検出工程を有し、検出した使用
可能なメモリ容量に応じて送信機に対して通知する両面受信機能の有無を変更し、使用可
能なメモリ容量が所定容量Ａ’以上であれば、交互モードおよび連続モード双方の両面受
信機能有りを送信機に対して通知し、使用可能なメモリ容量が所定容量Ａ（Ａ’＞Ａ）以
上であれば、交互モードのみ両面受信機能有りを送信機に対して通知する構成を採用して
いるので、使用可能なメモリ容量に応じて適切に送信機に対して通知する両面受信機能の
有無を制御することができ、従来のように両面受信機能に備えるため無駄にメモリを確保
しておく必要がなくなり、その分を他の動作のために利用することができ、メモリ資源を
有効に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を採用したファクシミリ装置のハードウェア構成を示したブロック図であ
る。
【図２】両面伝送で用いられるＤＩＳ／ＤＴＣおよびＤＣＳ信号のＦＩＦを示した表図で
ある。
【図３】両面伝送で用いられるポストメッセージ信号のフォーマットを示した説明図であ
る。
【図４】非ＥＣＭ通信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を示した説明図であ
る。
【図５】ＥＣＭ通信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を示した説明図である
。
【図６】非ＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面伝送の様子を示した説明図であ
る。
【図７】ＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面伝送の様子を示した説明図である
。
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【図８】図１のＣＰＵ２２の通信制御を示したフローチャート図である。
【図９】図１のＣＰＵ２２の通信制御を示したフローチャート図である。
【図１０】図１のＣＰＵ２２の通信制御を示したフローチャート図である。
【図１１】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【符号の説明】
２　ＮＣＵ
４　電話機
６　ハイブリッド回路
８　変復調器
１０　発呼回路
１２　加算回路
１４　読み取り回路
１６　記録回路
１８　メモリ回路
２０　操作部
２２　ＣＰＵ
２４　ＲＯＭ
２６　バス

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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